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アスパラガス半促成長期どり栽培における斑点性病害の褐斑病と斑点病は、全県［要約］

的に分布する。褐斑病は立茎開始１ヶ月後頃から発生し始め、夏場の高温時も病勢が進展

する。
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［背景・ねらい］

近年、本県におけるアスパラガスは、栽培方法の半促成長期どり栽培への移行により、

生産量が大幅に伸び、全国上位にある。しかし、栽培環境の変化により褐斑病や斑点病な

ど斑点性病害の発生が顕在化し、安定生産を阻害して問題となっているが、両病害の本栽

培下における発生生態は明らかでない。

そこで、これら斑点性病害の本県における発生分布や発生消長を明らかにし、効率的で

総合的な防除技術の確立に資する。

［成果の内容・特徴］

１．アスパラガス半促成長期どり栽培において、褐斑病と斑点病は全県的に分布する（図

１ 。）

２．褐斑病は、立茎開始１ヶ月後頃から発生し始め、夏場の高温時にも病勢が進展する。

また、同一圃場内で両病害が併発した場合、斑点病の発生は緩慢である（図２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．最近、アザミウマ類のビニルハウス内への侵入抑制のため、近紫外線除去フィルム被

覆の導入が進んでいるが 本フィルム被覆下では 斑点病菌の胞子形成が抑制される 稲、 、 （

田ら、2005）ため、褐斑病が斑点病に比べ発生しやすいので留意する。

２．これらの病害は発生様相が異なり、防除策にも相違を生じることから、各々的確に診

断することが重要であるが、両病害の側枝における病斑は酷似している。褐斑病は病斑

部に黒色の子のう殻を形成し（図３ 、肉眼で確認できる。また、擬葉の病斑上にブラ）

シ状の分生子（胞子）を形成する（図４ 。）

３．斑点病の発生消長等については、今後さらに調査し明らかにする必要がある。



［具体的データ］

図１ 県内における斑点性病害の発生分布

（調査：2003年5～12月、61圃場）
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図２ アスパラガス斑点性病害の同一圃場内における発生推移（上段：褐斑病、下段：斑点病）

調査期間：2004年５月７日～10月７日

圃場：圃場A，B（諫早市現地圃場、立茎：４/中～ 、圃場C（長崎市現地圃場、立茎：4/下～））

図３ 斑点性病害の側枝における病斑 図４ 擬葉に形成された灰白色ブラシ状の

（左：褐斑病，右：斑点病） アスパラガス褐斑病菌分生子
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